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SUIllIllary 
ln vitro culture of stem segments was carried out on 24 cultivars of Chrysanthemum morifo閉
めlmto examine differences in organ formation among them. 
The e狂ectof growth regulators was examined on thr巴ecultivars， namely 'Kayδ引か
sakura' and‘Ki-amagahara' with medium sized flowers and ‘Azumajishi'， alarge-flowered 
form. Int巴rnodalstem segments excised f1川 nthe plant were cultured on MS medium sup-
plimented with different concentrations of IAA or NAA and kinetin， either a10ne or in 
various combinations. The stcm scgmcnts of thc othcr 21 cu1tivars wcrc culturcd on 
MS mcdium with 3 mgfl IAA and 1 mgfl kinctin， which was rccognizcd as onc of thc 
suitable combinations in the above cxpcrimcnt. 
1. Whcn culturcd on the medium with on1y IAA or kinetin added， the formcr thrce 
cultivars formed neither shoot nor root on the segments. On the medium with IAA and 
kinetin in combinations， however， shoot development was observed in the two medium-
flowered cultivars， but not in the large-floweredζAzumajishi'. The exp1ants of ‘Kayふ
no-sakura' differentiated one or more shoots on al the media with 16 kinds of IAA and 
kinetin combinations tested， whereas in 'Ki岨amagahara'shoot formation was found only 
on two of the combinations. When NAA was combined with kinetin， on the other hand， 
rooting was observed， but shoot formation was to some extent inhibited. 
2. Among the other 21 cultivars， including 3 1argeη14 medium“and 4 small-flowered 
forms， none of the large-日oweredones showed any shoot or root development on their 
explants， while shoot formation was observ巴din 5 members of medium-flowered and 2 of 
small幽flower巴dcultivars. No explant show巴donly rooting without shoot development. 
3. The above results suggest that in th巴 chrysanthemump1ant shoot formation in 
vitro may have some relationship to shoot branching behavior under natural conditions， 
















基礎的知見を得る目的で， (1)培地の化学的経成・物理的性質， (2) :l~:養環境条件， (3)供試品












実験1，2 :大輪系 1品種と中総系2品種の節閥茎横断切片を IAA為、よび kinetinの単独ある
いは組合せ添加培地で地養.





大摺の「来獅子J で，実験4では大輪浮物の r百年雪-'. r高原の雲-'，大摘の「大津波-'， r!=1輪切
花苅の「浅夢-'. r銀il-' • r銀笛-'. r松の雪-'. rみの黄金J・「都梅-'. r日本晴-'. rォワブラム-'，
r精興美山内料理用ギクの rもってのほか-'，江戸ギクの「清水の池-'，把後ギ、クの r春日姫-'，
伊勢ギクの「美紅-'， I~主 i峨ギクの「嵯嵯のj奄」なよび小輪切花用の f黄あり-' . r村の宝-'，文人ギ、
クの「初日の出-'，クッシ百・マムの「レッド・スターJ の計24品種で‘あった.


















f在地の調製:培地lこは恭本以:地に Murashigeand Skoogの培地 (MS培地)をjちい， 11!~機騒
類と牒糖を所定の半;誌の蒸留水lζ溶解後 1規定の NaOHb'よび HClでpHを 5.51乙調楚した.
一方，所定の半量の蒸留水に粉末寒天を加えて 1200Cで副!解後，上記の無機坂類・熊糠淡を撹

















































































































































































































































































































































































































































































































































































ュート (abnormalshoot)と呼ぶ ζ とにした(写真1).他の一つは，アプノーマノレ・シュートよ
りも遅〈発生し，全体が緑色不透明で比較的に丸i沫を帯びた薬を展開し，節閥が伸長し，将来ニヒ

















取って事ji と生長;ìJ，~îlíí物質を添加していない MS 崎地に締付けるか，あるいはパーミキュライト
にさし芽して十分な管理を行うことによって容易に発般を促し，小純物をf怒る ζ とができた.




次 l乙，災験 1~4 について別々に器官形成の様粉を記述する.
1. 3品磁のi'i閤菜横断切片の lAA.:b'よび kinetinの単独あるいは組合せ添加処埋l乙対する
器官形成反応(実験1，2) (第2表). 
lAA 単独添加毘:供試した3品磁の茎横断切片の培養物にはシュートbよび根の発生は会〈





ニェートの形成が認められたが r黄天ガ!京J では 2.0mg/l 1AA +0.2 mg/Z kinetin区為、よび 5.0
mg/Z lAAト1.0mg/Zkinetin区でそれぞれ1切片のみに観察された.r !lm~子J ではいずれの組
合せiまでもシュートの発生は認められなかった(写真3). 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































tl~ 40 -~ま (1976)
濃度が Oム1.0mg/1の場合， kinetin濃度がそれぞれの 1AA最の1/2を組合せた毘が他の組合せ
iまよりもジュート発生切片数が多く， 1AAの濃度が 2ム3.0，5.0mg/lの場合， kinetin濃度がそ
れぞれの 1AA震の1/2よりも低い組合せ区でジュート発生切片数が多い傾向があった.
根のみを発生した切片は3品種ともにいずれの区P:1，'いても認められなかった.
2. 3品種の茎横断切片の NAA1，'よび kinetinの組合せ添加処理に対する器官形成反応(実
験 3) (第3表).
NAAと kinetinを組合せて添加した MS域:liBは，-主農協の桜J と「武天ガ原J の茎機筋切片
の培養物lζ シュートの形成が認められ r東3é~子J のi音養物では全く観察されなかった r事協の
桜J のシュート発生切片数は NAAと kinetinが河濃度の組合せ区lζ多かった r武天jf原」で
はシュート発生切片数は少なく，シュートの発生が観察された組合せ区は NAA濃度の低い 0.1，
0.5mg/1区のみであった.







The organ formation of sten司segmentsof 21 chrysanthemum cultivars. Table 4. 
No. of segments 















































輪系 9r'i百磁のr:1:tでシュートの発生が認められた品稜数は 3品積で，他の 61日穏は全く認められな
かった.シュートが発生した3品種の1'でも 1r'ii'，種は縞付け切j干のすべてにシュートの発生が認
められたが， i自の2品被はそれぞれ1切片だけにシュートが観祭された. 1';1翁系5品磁のIドで‘シ
ュートの発生が認められたih額数は 2，Wl:fl1i.で，そのうち 1品税はすべての切片に，他の 1，日t禄は























たのであるが，下記のように，国， f!li.， 1ft，砲の異なる i縞物群にわたって3}~われる反応差を調査し
た報告もある1110112117)20)
Nataraja17)はキンポウゲ、科の4}，混4殺の花芽ふ、よび約を府議し，Rananculus sceleratusでは
シュー ト， 1'U字、よび!凶状体が，Consolida oriental:ぬではシュートと根が，また，Delphinium 
brunonianumではいずれの器官も分化しなかったことを報告し，吏1[キンポウゲ科では!伍状体
の形成は 1授のみしか認められなかったが，セリ科では多くのj誌に伍状体が形成されている ζ と
に触れ， 1泌状体形成能力は恐らく種の養分要求lこ関係のある巡伝的構成によると結論している.


















シュート発生切j干 大輪系 ~l~輪系 小総系
多 L 、 O 3 1 
少ない O 4 1 









ある)，その護服部に生長円錐を分化し， JJ:皮芽を形成するが， ζ のJJrl(~三がいつ生長を開始するか
が問;趨となるわけである.







































|持続 ~~~î • [ilj濃度の物貿添加の培地上で，器官を形成した培養切片と縦形成iζ終る切片とが存-I:E










































さて， cytokinin/auxin ratio が高い崎地で発根が阻害されている事例の報告は多~，4)6) 11)" * 










j者の r喜多般の桜J，r業天ガ、涼.J.:k、よび大輪観賞F誌の r}¥ミ獅子.J)の長官関茎横断切}ニ?を種々 の濃度
のIAAとkinetinの単独・組合せ添加の MS培地で培養した.また， 21品穏の茎切片・を 3mg/1
IAAと1mg/lldnetinを組合せて添加した MS培地で培4養した.結果は次の通りである.
1) IAAあるいは kinetin単独添加培地では 3品稜ともに全く務官の形成は認められなかっ
たが， IAAあるいは NAAとkinetinを組合せて添加した綾地では「東獅子J を除く 2M，穆で・




'!;i~，(f・凶代・ j誌1lI:キクのMl織椛養 (~1 'W) 
2) 3mg/l IAAと 1mg/1kinetinを組合せて添加した MS崎地では，大輪系 31¥訂設は全くシ
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Fig. 1. 3-wcck-old culturc of stcm scgment of “I(ayo-no-sakura" sho¥ving 
dcveloping abnormal shoot b百ds.
Fig. 2. 8-weck-old culture of stem segmcnt of・'Kayo-no-sakura"showing 
devclopcd normal shoots. 
Fig. 3. Stcm segments grown for 8 weeks on MS medium with 1.0 mgJl 
IAA-I-0.5 mgJl kinetin. From le仕 to right; “Kayo-no-sakura"， 
“Azumajishi"，“Ki-amagahara" . 
